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第５６回大島地区大会！３年ぶり優勝！ 

人 口 の う ご き 

平成２７年 ７月末 

総人口    ９，３１７（ －１１） 

  男       ４，４８６（ － ９） 

女       ４，８３１（  －２） 

世帯数    ５，２６２（  －４） 
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新生徒会役員紹介

生徒会長 
ふくしま だいち 

福島 大智
２年 

生徒会副会長 
わきだ ななみ 

脇田 七海
２年 

生徒会副会長 
とよしま みれい 

豊島 美麗
２年 

書記 
たなか りな 

田中 里奈
１年 

書記 
もとひら かんな 

元平 緩菜
１年 

会計 
しまだ みき 

島田 美樹
２年 

第2回定期演奏会

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/ 自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

古高会講座 （６月１６日） 

高千穂神社 宮司であり，本校OBでもある昇 清隆 氏による講演が１年生を対象に行われました。 

６月２１日（日）に吹奏楽部が本校体育館において第２回定期演奏会を行いました。３年生２名，２年生６名，１年生６名の計１４名の部

員たちがアンコールを含め１１曲演奏し，その他様々な工夫を凝らしたパフォーマンスを披露しました。本校生徒，保護者以外にも地域

の多くの方々が来場していただき，とても盛り上がった演奏会になりました。誠にありがとうございました。 

【お知らせ】

9月5日（土）第67回体育祭 

各種行事

７月９日（木）に生徒会役員立候補者演説会と役員選挙を行い，新生徒会役員が決定しました。 

演歌を熱唱する 

松ヶ野校長先生 

人権同和教育講演会 （６月２２日） 

手前が，福島   ２列目左より脇田，島田，田中，元平，豊島 

普通救命講習会 （７月１４日） 

昇 氏は本年度６月より 

同窓会会長となりました。 
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第５８回奄美群島市町村議会議員大会が、５月２１日に和泊町民体育館に於いて開催されまし

た。大島郡町村議会議長会長として挨拶を行なう本町の安 和弘議長（写真右下） 

議員大会後の議員研修会では、テレビでおなじみの重村智計教授が「最近の東アジア情勢と北朝

鮮問題」と題して講演を行いました。（写真左下） 
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６
月
１４
日
執
行
の
議
会
議
員

補
欠
選
挙
で
次
の
２
名
の
方
が

当
選
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任

委
員
会
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
に

総
務
経
済
常
任
委
員
会

委
員
に

徳
浜
集
落
に
設
置

本
年
６
月
に
新
し
く
完
成
し

た
徳
浜
離
島
住
民
生
活
セ
ン
タ

ー
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
で

す
。

花
天
集
会
所
及
び
須
手
集

会
所
を
設
置

未
設
置
で
あ
っ
た
花
天
集
会

所
及
び
須
手
集
会
所
を
新
た
に

設
置
す
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
は
、
土
地
建
物
貸

付
料
の
徴
収
に
従
事
す
る
財
産

管
理
課
の
職
員
に
対
し
て
、
月

額
５
０
０
０
円
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

主
な
工
事
内
容
は
、
現
在
あ

る
火
葬
炉
２
基
を
新
規
に
改
修

す
る
も
の
で
、
太
陽
築
炉
工
業

株
式
会
社
と
７
３
６
５
万
６
０

０
０
円
で
契
約
し
ま
し
た
。

第２回定例会では、専決処分議案３件、条例議案５件、契約議案1件、人事同意議案1件、

その他２件、議員発議１件の計１３件の議案を審議し、可決しました。 

主な議案等の要旨は、次のとおりです。 

離
島
住
民
生
活
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
改
正

集
落
集
会
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
改
正

火
葬
場
改
修
工
事

（
火
葬
炉
設
備
）
請
負

契
約

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
改
正

徳浜集落に新しく建設され

た離島住民生活センター

義岡 幸三議員 

（６０歳 古仁屋） 

澤  佳男議員 

（67歳 清水）

老
朽
化
に
伴
い
改
修
を

行
な
う
２
基
の
火
葬
炉
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前
任
者
の
議
員
辞
職
に
伴

い
空
席
と
な
っ
て
い
た
、
委

員
長
、
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
次
の
方
に
決
定

し
ま
し
た
。

７
月
１３
日
に
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鎌
田
町
長
と
し
て
初
の
議
会

で
あ
っ
た
た
め
に
、
町
長
の
所

信
表
明
が
行
な
わ
れ
た
後
、
補

正
予
算
議
案
３
件
、
条
例
議
案

１
件
、
人
事
同
意
議
案
３
件
の

計
７
件
の
議
案
を
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

加
計
呂
麻
地
区
に
高
規
格

救
急
自
動
車
を
配
備

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
費
（
加
計
呂
麻
島
、

請
島
、
与
路
島
の
３
島
が
対
象
）

と
し
て
、
２
億
２
５
８
万
９
千

円
。主

な
内
容
は
、
加
計
呂
麻
地

区
に
高
規
格
救
急
自
動
車
の
配

備
と
し
て
３
３
４
９
万
２
千
円
、

農
道
整
備
（
池
地
、
請
阿
室
、

野
見
山
、
諸
鈍
地
区
）
３
１
０

０
万
円
、
水
路
・
導
流
堤
整
備

（
渡
連
地
区
）
５
０
０
万
円
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
整
備
（
薩
川
、

諸
数
地
区
）
４
０
１
５
万
６
千

円
、
畜
産
振
興
施
設
整
備
と
し

て
機
械
格
納
庫
、
ト
ラ
ク
タ
ー

等
（
与
路
地
区
）
４
６
０
９
万

６
千
円
、
観
光
物
産
宣
伝
対
策

４
９
８
万
１
千
円
、
人
材
育
成

費
４
５
０
万
円
、
定
住
促
進
対

策
と
し
て
１
７
５
万
２
千
円
、

環
境
保
全
対
策
と
し
て
デ
イ
ゴ

害
虫
駆
除
３
４
４
万
円
、
公
共

用
観
光
施
設
整
備
と
し
て
集
落

案
内
板
設
置
（
加
計
呂
麻
島
、

請
島
地
区
）
３
９
２
万
４
千
円
、

港
湾
施
設
整
備
（
諸
鈍
地
区
）

４
０
０
万
円
、
漁
場
造
成
と
し

て
中
層
浮
魚
礁
２
基
（
請
島
近

海
）
３
７
２
万
８
千
円
、
道
路

環
境
整
備
（
生
間
、
諸
鈍
、
瀬

相
、
西
阿
室
、
嘉
入
、
芝
、
請

阿
室
、
池
地
地
区
）
１
８
０
０

万
円
な
ど
で
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
維
持
管
理

基
金
費
と
し
て
２
６
４
９
万
４

千
円
、
自
衛
隊
基
地
対
策
推
進

費
と
し
て
３
６
２
万
７
千
円
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
事
業
費
と

し
て
１
２
０
０
万
円
、
臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
費
扶
助
２
５
１

５
万
１
千
円
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
事
業
費
４
４
６

万
７
千
円
、
小
学
校
教
員
住
宅

水
洗
化
工
事
費
と
し
て
３
７
０

万
円
な
ど
。

総
額
３
億
２
７
１
８
万
４
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
特
定
離
島
ふ

る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
で
、

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

川
井

黎
子
氏

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
に

稲
田

隆
一
郎
氏

陸
上
自
衛
隊
配
備
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長
に

向
野

忍
氏

～議会を傍聴しませんか～

次回の定例会は９月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 

お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。（ 72－1072 直通）

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号) 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

(

第
１
号) 
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池
地
地
区
浄
水
場
の
安
定
的
な

飲
用
水
供
給
の
た
め
管
理
道
路

の
舗
装
及
び
排
水
工
整
備
と
し

て
６
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
で
、
加
計
呂
麻
島
瀬

相
地
区
に
地
場
産
品
の
販
売
等

に
よ
り
産
業
の
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
交
流
人
口
を
拡
大
し

地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も

の
で
、
名
称
を
「
カ
ケ
ロ
マ
☆

ゆ
め
き
ら
ら
」
と
し
、
利
用
時

間
は
、
午
前
７
時
３０
分
か
ら
午

後
６
時
ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。

第
２
回
臨
時
会
が
７
月
２７
日

に
開
か
れ
工
事
契
約
議
案
１
件
、

条
例
改
正
議
案
１
件
の
計
２
件

を
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
内
容
は
、
防
波
堤
５０
ｍ
、

護
岸
（
防
波
）
４９
ｍ
、
物
揚
場
５０

ｍ
、
船
揚
げ
場
２０
ｍ
、
道
路
工

３０
ｍ
、
港
湾
施
設
用
地
１
０
０

０
㎡
（
埋
立
工
２
７
１
０

）

を
行
う
も
の
で
す
。

１
億
６
３
６
２
万
円
で
丸
福

建
設
株
式
会
社
と
契
約
し
ま
し

た
。

加
計
呂
麻
島
農
林
水
産
物

直
売
所
の
名
称
を

「
加
計
呂
麻
島
の
い
っ
ち

ゃ
む
ん
市
場
」
に
改
正

加
計
呂
麻
島
の
瀬
相
地
区
に

整
備
さ
れ
た
瀬
戸
内
町
農
林
水

産
物
直
売
所
の
名
称
を
「
カ
ケ

ロ
マ
☆
ゆ
め
き
ら
ら
」
か
ら
「
加

計
呂
麻
島
の
い
っ
ち
ゃ
む
ん
市

場
」
に
改
め
ま
し
た
。

◆
６
月
１４
日
に
行
な
わ
れ
た
町

長
選
に
お
い
て
、
鎌
田
新
町
長
が

誕
生
し
た
。
民
の
期
待
が
大
き
い

だ
け
に
責
任
は
重
い
。
是
非
、
初

志
貫
徹
を
。

◆
政
は
誰
が
す
る
の
か
、
民
が
選

ん
で
決
定
す
る
。

民
の
人
望
を
得
、
民
の
喜
ぶ
政

を
す
る
者
だ
け
が
、
常
に
、
そ
の

立
場
に
立
て
る
。

◆
町
民
の
「
ま
ち
」
を
造
り
、
チ

ー
ム
「
せ
と
う
ち
」
で
明
日
の
時

代
を
。

◆
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
池
田
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

向
野

忍

副
委
員
長

池
田

啓
一
」

委

員

岡
田

弘
通

〃

安

和
弘

〃

稲
田
隆
一
郎

〃

吉
見

洋
和

農
林
水
産
物
直
売
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

副
町
長
に

奥
田

耕
三
氏

（
５６
歳

古
仁
屋
）

教
育
長
に

上
田

敏
也
氏

（
６７
歳

諸
鈍
）

教
育
委
員
会
委
員
に

福
田

豊
久
氏

（
６０
歳

清
水
）

加
計
呂
麻
港
（
瀬
武
地

区
）
改
修
工
事
請
負
契

約

農
林
水
産
物
直
売
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
改
正

加計呂麻・請・与路島の地域活性

化の起爆剤として期待される「加

計呂麻島のいっちゃむん市場」

管
理
道
路
の
舗
装
を
行
う

池
地
地
区
の
浄
水
場



脳の健康を維持し、物忘れや認知症を予防さることを目的に脳の健康教室を実施します。 
興味のある方は、ぜひご参加ください。 

開催日時：10月～12月    毎週水曜日：午後1時 30分～3時 

場 所 ：物産館２階 

対象者 ：65歳以上の方で介護を受けていない方（15名程度） 

内 容 ：「読み書き・計算・数字盤」を活用した学習と軽い体操など 

参加料 ：毎月 300円（資料とお茶代） 

申し込み：9月 11日（金）までに電話等にて申し込んでください 

その他 ：参加希望される方は、説明会を9月 25日（金）に実施します 

問合せ先 

瀬戸内町保健福祉課 地域包括支援センター 

電話 ０９９７－７２－１１５３ 担当：肥後・津留 

広報せとうち(７) ９月２７日（日）油井の豊年祭     

応　募　資　格 受付期間 試験期日

男子 　１８歳以上２７歳未満の者
　年間を通じて実施中
 （８月　１日～　９月　８日）

 受付時にお知らせします。

女子 　１８歳以上２７歳未満の者    ８月　１日～　９月　８日
 ９月２５日～２９日
 ※　いづれか１日指定されます。

　１８歳以上２７歳未満の者 　 ８月　１日～　９月　８日
 １次：　９月１８・１９日
※　いづれか指定する１日
 ２次：１０月８日～１４日

　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ８月　１日～　９月　８日
 １次：　９月２３日
 ２次：１０月１７日～２２日
 ３次：１１月１４日～１２月１７日

推薦
　高卒（見込含）２１歳未満の者
　（学校長が推薦できる者）

　 ９月　５日～　９月　９日  ９月２６日・２７日

総合選抜 　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ９月　５日～　９月　９日
 １次：　９月２６日
 ２次：１０月３１日・１１月１日

一般(前期) 　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ９月　５日～　９月３０日
 １次：１１月７日・８日
 ２次：１２月８日～１２日

一般(後期) 　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ２８年１月２０日～１月２９日
 １次：２８年　２月２０日
 ２次：２８年　３月１１日

　高卒（見込含）２１歳未満の者  　９月　５日～９月３０日
 １次：１０月３１日・１１月１日
 ２次：１２月１６日～１８日

　高卒（見込含）２１歳未満の者  　９月　５日～９月３０日
 １次：１０月１７日
 ２次：１１月２８日・２９日

平成２７年度自衛官等募集案内

　一般曹候補生

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

自衛官候補生

募　集　種　目

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所
奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁内　別館３階　　　電話　0997-53-9１０３
※　その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

　防衛医科大学校医学科学生

（注）１，※１：平成27年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。

　　　２，※２：航空自衛隊要因の採用数については、男女の区分なく能力に応じて決定します。



瀬戸内町では町内商工業者の育成及び商工業の振興を目的とし，商工業者の経営の安定を図る

ため，制度資金の借入者に対して，規則に定めるところにより，商工業事業者の行っている方々

の借入金の利子の一部を補給する制度を開始します。  

利子補給を受けることができる方  

・町内の商工業者で，瀬戸内町商工会に加入し商工会を窓口として融資を受けた 

事業者 

・町税を完納している者（法人の場合は、法人分及び代表者分）  

利子補給される資金  

◇設備資金・運転資金 とし、鹿児島県中小企業制度資金・株式会社日本政策金融 

公庫・商工貯蓄共済融資制度資金の資金とする。 

※ただし，前項に掲げる制度資金のうち，次に該当する資金は対象となりません。 

借入期間３年未満の資金及び商工貯蓄共済制度資金のうち積立金の範囲内の資金 

助成対象期間 

助成金は，単年度助成(1融資に対し1回限り)とし，毎年１月１日から12月 31日までの期

間に融資を受けたものに対し交付します。 

助成金交付制限及び補助率  

 融資総額の１％(上限 200,000円)までとし1,000円未満は切り捨てとします。 

申請に必要な書類 （借入事業者が商工会あてに提出する資料） 

 （１） 金融機関が発行する借入金明細証明書（様式第２号） 

 （２） 委任状（様式第５号） 

 （３） 町納税証明書（町税の滞納がないことを証する書類） 

 （４） 前３号に掲げるもののほか、事業の実施を確認できる書類 

提出先及びお問い合わせ先 

 瀬戸内町商工会 担当：森永   電話 ０９９７－７２－０１４７ 

 ６月７日に販売いたしましたプレミアム商品券の使用

期限は９月３０日までとなっております。この期限を過ぎ

ると、ご使用できません。 

 商品券をお持ちの方は必ず期限内にお使いください。 

 お問合せは、瀬戸内町商工会までお願いいたします。     

（電話 0997-72-0147） 

                          ９月２７日（日）油井の豊年祭       広報せとうち(８)

瀬戸内町まちづくり観光課並びに瀬戸内町商工会からのお知らせ

瀬戸内町商工業者利子補給助成金制度が始まります



現在，みなさんが取り組んでいる老人クラブ・サロン活動にて『得トクポイントカード』を

発行し，ポイント付与を行っていますが，今年度から新たに『瀬戸内町元気高齢者地域包括ケ

ア推進ポイント事業（以下，地域包括ケアポイント）』が始まります。 

これは、高齢者と若い世代がグループで共に取り組む互助活動に対し，商品券に交換できる

ポイントを付与するものです。この活動により、地域の互助活動を活性化し、高齢者を地域全

体で支える地域包括ケアシステムの構築を図る事業です。                

本事業の詳しい内容につきましては、瀬戸内町地域包括支援センターまでお気軽にお問い合

せください。 

「総合戦略」策定に係る御意見を募集します。 

人口急減・超高齢化という我が国が直面する大きな課題に対し、国と地方が一体となり、中長

期的視点に立って地方創生に取り組む必要があります。 

このため、本町では国のまち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」、「総合戦略」を勘案しつつ、

今後５年間（平成３１年度まで）の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「総合戦

略」の策定に取り組んでいます。 

この「総合戦略」策定にあたり、広く町民の皆様からの意見を募集いたします。 

なお、お寄せいただいた御意見については、これに対する町の考え方とともに整理いたします

が、個々の御意見には直接回答いたしませんので、あらかじめ御了承願います。  

（募集する意見） 

「瀬戸内町の人口減少対策」に関して、地方創生に資する具体的な御意見をお寄せください。 

  ※「総合戦略」に関連のない意見は除きます。 

（意見の募集期間） 

平成２７年９月１日（火）から９月１８日（金）まで 

（意見の提出方法） 

電子メール、ファックス、郵送で御意見をお寄せください。（電話は不可） 

 ※後日、御意見の内容を確認させていただく場合がございますので、「住所・氏名・電話番号」

を本文中にご記入ください。 

〔あて先〕 

 メール： shinkou@town.setouchi.lg.jp 

 ファックス： 0997-72-1120（代表） 

 郵送： 〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津23 

     瀬戸内町企画課あて 

広報せとうち(９)        ９月２７日（日）油井の豊年祭

瀬戸内町まち・ひと・しごと創生「総合戦略」策定に係る意見募集

＝連絡先＝ 

瀬戸内町地域包括支援センター 

担当：池田・肥後・山畑・津留 

TEL：72-1153（直通） 



瀬戸内町では、生活排水による公共水域の水質汚濁を防止することを目的に、合併処理浄化槽設置整備補助

金制度を実施しています。また、平成１３年４月の浄化槽法の改正により、浄化槽を設置する場合は、合併処

理浄化槽にすることが義務付けられました。 

※合併処理浄化槽とは・・・し尿と台所・風呂・洗濯の排水などの生活排水も処理できる浄化槽です。 

単独処理浄化槽やくみ取り式便槽では処理できない生活排水を処理できます。 

1.対象区域  農業集落排水対象地域を除く、瀬戸内町全域

2.対象の浄化槽  国庫補助指針に適合する処理対象人員１０人槽以下の合併処理浄化槽

3.対象の住宅 

(１)居住を目的とした専用住宅であること。 

(２)事務所や店舗併設住宅の場合は、居住部分の床面積が総床面積の２分の１以上あること。 

４.補助金額 ※住居建て替えの場合は「新規設置」区分になります。

５.受付期間 

 平成２７年４月１日から年度を通じて受け付けています。ただし、予算に限りがあるため受付期間内であっ

ても早期に終了する場合がありますのでご了承ください。 

６.申請方法 浄化槽施工業者が申請を行いますので、各施工業者にお問い合わせください。

７.お問い合わせ先  町民生活課 電話:７２-１０６０(直通)

９月２７日（日）油井の豊年祭           広報せとうち(10)

区 分 
補助金額 

５人槽 ７人槽 １０人槽 

新規設置 482,000円 564,000円 698,000円
単独処理浄化槽からの入替 572,000円 654,000円 788,000円
くみ取り式便槽からの入替 582,000円 664,000円 798,000円

合併処理浄化槽設置整備補助金制度について



◆既設町営住宅 空き家 待ち 

◆家賃（世帯所得額による） 

【受付期間】 

平成 27年 9月 1日（火）～11日（金）9：00～17：00（土・日は除く） 

【申込資格】 

◆瀬戸内町に住所を有すること 

◆その者と同居する者は親族（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者その

他婚姻の予約者を含む）に限る。 

◆現に住宅に困窮していることが明らかな者であること 

◆入居申込者の所得が収入基準額以下であること 

◆各種町税及び使用料を滞納していない者であること 

◆その者又同居親族が、暴力団員により不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律七十

七号）第二条第六号に規定する暴力団員でないこと 

◆その他、公営住宅入居基準に該当する者 

【添付書類】 

住宅用所得額証明書 住民票謄本 納税・納付証明書（住宅用） 

健康保険証の写し（生活保護受給者の場合は受給証明書） 

【問合せ・申込み先】 

町役場 建設課 住宅係 電話 72－1111（代表） 72－1197（直通）

広報せとうち(１１)          ９月２７日（日）油井の豊年祭        

☆平成 27 年度町営住宅入居者募集☆



第１８回 日本在宅ホスピス協会全国大会 in奄美

～離島でもできる在宅ホスピス～

在宅ホスピスケアを全国津々浦々まで

市民公開講座
日 時 ２０１５年９月２３日(水) 秋分の日  9：00～11：50 

会 場 奄美文化センター  

参加費 無料 

内 容  

第一部「在宅医療の推進と地域包括ケア」～厚生労働省の取り組みとこれから～ 

     武田 俊彦 氏（厚生労働省大臣官房審議官（医療保険担当）） 

第二部「離島でも、おひとりさまでも、自宅で最期まで」 

     小笠原 文雄 先生（小笠原内科院長・日本在宅ホスピス協会会長） 

     古川 誠二 先生（パナウル診療所所長・第３回日本医師会赤ひげ大賞受賞） 

主 催 日本在宅ホスピス協会 

共 催 大島郡医師会、在宅医療助成勇美記念財団 

後 援 鹿児島県大島支庁、鹿児島県立大島病院、瀬戸内町、他 

【問い合わせ先】 

大会事務局 医療法人ネリヤ ファミリークリニックネリヤ 

      〒894－0007 奄美市名瀬和光町31－14 ℡0997－57－7177 

『オータムジャンボ宝くじ』 

１ 等   ３億３０００万円×１３本（発売総額 390億・13ユニットの場合）

前後賞各  ３０００万円×２６本  （発売総額 390億・13ユニットの場合）

２ 等    １０００万円×５２本 

◎ この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住

民の福祉向上のために使われます。 

９月２７日（日）油井の豊年祭         広報せとうち(１２)



消費税引き上げによる影響を緩和するため、平成27年度も臨時福祉給付金を支給します。 

対象者：①平成27年１月1日現在瀬戸内町に住所のある方 

②平成27年度分の住民税が課税されていない方 

（課税者に扶養されている方や生活保護受給者は除きます） 

 ※①・②の両方を満たしている方が、対象となります。 

 金額：１人につき6,000円 

     （平成 27年度は、加算はありません） 

問い合わせ先：瀬戸内町役場 保健福祉課福祉係 

        0997－72－1068 

○支給対象者 

 平成 27年４月１日において，戦没者等に係る公務扶助料，遺族年金等の年金給付を受ける権

利者がいない遺族のうち，どなたかお一人。 

  ※「遺族」とは，戦没者等の死亡当時に既に生まれていた遺族（子は戦没者等の死亡当時の胎

児を含む。）で，三親等内親族に限られ，法律により支給順位や要件が定められています。 

○支給内容 額面 25万円，５年償還の記名国債 

○請求期間  平成 27年４月１日から平成30年４月２日まで 

（請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなります。） 

○請求窓口 役場 保健福祉課 保健福祉係 TEL0997-72-1068(内線 135・208) 

広報せとうち(１３)       ９月２７日（日）油井の豊年祭

平成 27 年度臨時福祉給付金申請のお知らせ

戦没者等のご遺族の皆様へ！第十回特別弔慰金が支給されます



９月２７日（日）油井の豊年祭                広報せとうち（１４）
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特
例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申
請

免
除
期
間
」
よ
り
古
い
（
先
に
経
過
し
た
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、「
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
優
先
さ
れ
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優

先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過

し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か

ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー

放送大学１０月受講生のお知らせ

放送大学では、平成２７年度第２学期（１０月入学）の学生を

募集しています。（出願期間は９月２０日まで）

放送大学は、テレビやラジオの放送など利用して授業を学ぶ遠

隔教育の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科

学など、幅広い分野を学べます。

放送大学鹿児島学習センター

ＴＥＬ０９９－２３９－３８１１



広報せとうち(１５)       ９月８日（月） 油井の豊年踊り     

～

熱

戦

を

展

開

～

７
月
１８
・
１９
日
、
群
島
各

地
に
て
、
第
６９
回
県
体
・
第
５５

回
大
島
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

瀬
戸
内
町
で
は
、
男
女
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
テ
ニ
ス

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
女
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
が
優
勝
を
飾
り
、
見
事
３

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

相
撲
競
技
で
は
、
奄
美
相
撲

界
の
最
高
峰
を
決
め
る
、
一
般

一
部
団
体
に
て
、
優
勝
を
飾
り

２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
・
柔
道
競
技
・
相
撲
高
校
生

の
部
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
島
地
区
大
会
は
、
梅
雨
明

け
の
暑
さ
の
中
、
２
日
間
の
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

各
個
人
優
勝
者
は
、
左
記
の

方
々
で
す
。

～

み

ん

な

で

つ

く

ろ

う

～

８
月
６
日
、
町
立
図
書
館
・

郷
土
館
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
主
催
）
に
て
、
国
民
文
化

祭
「
仮
面
の
世
界
ｉｎ
奄
美
」
１

０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
、
夏
休
み

こ
ど
も
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
製
し
た
の
は
、
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
「
諸
鈍
シ

バ
ヤ
」・
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
油
井
の
豊
年
踊
り
」
で
使

う
紙
製
の
お
面
。
地
元
の
粘
土

を
材
料
に
使
っ
て
製
作
技
術
を

継
承
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
思
い
思
い

の
お
面
を
作
製
し
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
な
、
お
面
が
完
成
し

ま
し
た
。

～
あ
ま
～
み
春
巻
き
～
キ
ビ
ち
り
ソ
ー
ス
添
え
～

「
第
２
回
Ｓ
―
１
ｇ
（
エ
ス
・
ワ

ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
）
大
会
」
（
国

立
循
環
器
病
研
究
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
「
小
鉢
１
個
当
た

り
塩
分
０
・
５
㌘
以
下
」
の
厳
し

い
基
準
が
設
け
ら
れ
、
総
菜
部
門

に
、
瀬
戸
内
町
役
場
メ
ン
バ
ー
が

パ
パ
イ
ヤ
や
キ
ビ
酢
を
使
用
し
た

春
巻
き
を
出
品
し
、
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

出
品
し
た
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
「
あ

ま
～
み
春
巻
き
～
キ
ビ
ち
り
ソ
ー

ス
添
え
」
は
、
わ
ず
か
０
・
４
㌘
。

春
巻
き
の
皮
か
ら
透
け
る
ア
オ
サ

や
、
む
き
エ
ビ
が
涼
し
げ
な
一
品

が
完
成
し
ま
し
た
。

～

九

州

大

会

ベ

ス

ト

８

～

７
月
２０
日
～
２８
日
に
、
和
歌

山
県
に
て
、
開
催
さ
れ
た
全
国
学

童
大
会
は
、
初
戦
で
三
重
県
代
表

に
惜
し
く
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

８
月
１４
日
～
１６
日
、
熊
本
県
に

て
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
で
は
、

初
戦
、
佐
賀
県
代
表
に
６
対
３
で

勝
利
し
、
続
く
準
々
決
勝
は
、
福

岡
県
代
表
に
１
対
３
の
僅
差
で
敗

れ
ま
し
た
が
、
九
州
ベ
ス
ト
８
と

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

※
本
大
会
出
場
に
あ
た
り
、
色
々

な
形
で
ご
支
援
、
ご
協
力
頂
い
た

関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
指

導
者
・
選
手
・
育
成
会
一
同
）

全

国

・

九

州

大

会

大

島

地

区

大

会

夏

休

み

こ

ど

も

塾

第
２
回
Ｓ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

個人優勝 種目 氏名 備考
相撲競技 高校生の部 盛　銀次郎 優勝
相撲競技 青年の部 茂岡　男樹 ３連覇
テニス競技 ３０歳以上 中林　正也 ４連覇
ゴルフ競技 ６０歳以下 徳原　俊彦 優勝
柔道競技 一般男子無差別 中水　大貴 優勝
柔道競技 一般男子８0ｋｇ未満 葛原　佑生 優勝



９月２７日（日）油井の豊年祭         広報せとうち(１６)
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　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　 　７２－３９７３　　　　 　７２－３７１４　　　 　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】９月１７日(木) 午前１０時～午後１時 

町営コーラルタウン船津団地 集会場

※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）


